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組
合
で
は
毎
年
こ
の
時
期
、
景

観
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
車
両

マ
ー
キ
ン
グ
シ
ー
ル
の
無
料
配
付

を
実
施
し
て
い
る
。

　
車
両
マ
ー
キ
ン
グ
シ
ー
ル
の
配

付
は
２
０
０
６
年
か
ら
開
始
し
、

18
年
間
の
総
配
付
枚
数
は
４
千
枚

を
超
え
る
。
組
合
員
車
両
に
組
合

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
を
貼
り
付

け
て
も
ら
い
、
問
屋
町
の
一
体
感

醸
成
及
び
新
た
な
Ｐ
Ｒ
チ
ャ
ネ
ル

と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

　
組
合
で
は
問
屋
町
内
の
全
車
両

貼
付
を
目
指
し
て
お
り
、
古
く
な

っ
た
シ
ー
ル
の
貼
り
替
え
も
積
極

的
に
勧
め
て
い
る
。
受
付
期
間
外

で
も
配
付
し
て
お
り
、
お
問
合
わ

せ
は
卸
セ
ン
タ
ー
業
務
部
ま
で
。

④
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
と
行
動
喚

起
を
促
す
た
め
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
研

修
の
開
催
や
標
語
の
募
集
、
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
販
売

⑤
青
森
市
に
本
拠
地
を
置
く
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
ラ
イ
ン
メ
ー

ル
青
森
Ｆ
Ｃ
」
と
連
携
し
た
サ
ッ

カ
ー
教
室
の
開
催

編集・発行　協同組合青森総合卸センター　  〒０３０‐０１３１　　青森市問屋町２丁目１７‐３　　☎０１７‐７３８‐４７１１　FAX０１７‐７３８‐７３２３
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青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
で
は
、
問
屋
町
地
区
を
学
区
に

含
む
横
内
小
学
校
、
荒
川
小
学
校

の
一
年
生
に
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を

寄
贈
し
た
。

　
２
０
１
７
年
に
問
屋
町
内
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
７
千
日
達
成
を
記

念
し
て
始
ま
っ
た
同
活
動
も
６
回

目
を
数
え
、
今
回
は
支
部
創
立
50

周
年
を
記
念
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　
５
月
11
日
（
木
）
に
は
同
支
部

の
大
平
副
支
部
長
が
横
内
小
学
校

を
訪
問
、
５
月
12
日
（
金
）
に
は

工
藤
支
部
長
が
荒
川
小
学
校
に
赴

き
、
代
表
児
童
に
反
射
ミ
ニ
バ
ン

ド
を
手
渡
し
た
。
受
け
取
っ
た
児

童
は「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

大
事
に
使
い
ま
す
」
と
大
き
な
声

で
お
礼
を
述
べ
た
。

交
差
点
の
管
理
者
で
あ
る
東
青
地

域
県
民
局
が
引
き
直
し
を
実
施
し

た
。

　
組
合
及
び
青
森
交
通
安
全
協
会

問
屋
町
支
部
で
は
引
き
続
き
、
問

屋
町
内
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
な

が
る
対
策
を
関
係
機
関
に
要
望
し

て
い
く
。

っ
た
。

　
２
０
２
３
年
度
の
新
た
な
取
り

組
み
は
次
の
と
お
り
。

①
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
乾
電

池
の
共
同
回
収
実
験
事
業
の
実
施

②
事
故
多
発
交
差
点
で
あ
る
青
森

中
央
Ｉ
Ｃ
前
交
差
点
で
の
交
通
安

全
街
頭
指
導
の
実
施

③
災
害
時
に
迅
速
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
問
屋
町
災
害
時
連
絡
ガ
イ

ド
の
新
規
作
成
及
び
配
付

会
で
は
、
青
森
市
長
選
に
挑
戦
す

る
た
め
辞
任
し
た
西
前
理
事
長
よ

り
退
任
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、
組

合
員
及
び
関
係
各
位
に
在
任
中
の

感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　
ま
た
来
賓
を
代
表
し
て
、
青
森

県
商
工
労
働
部
三
浦
部
長
、
青
森

市
経
済
部
船
橋
次
長
、
日
本
銀
行

青
森
支
店
武
藤
支
店
長
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
青
森
商
工
会
議
所

の
倉
橋
会
頭
の
乾
杯
で
祝
宴
に
入

　
柳
谷
理
事
長
体
制
と
な
っ
て
初

め
て
迎
え
る
組
合
の
通
常
総
会
が

５
月
29
日
（
月
）
に
ホ
テ
ル
青
森

で
開
か
れ
、組
合
員
１
２
１
名（
本

人
出
席
55
名
、委
任
状
出
席
66
名
）

が
出
席
し
た
。
総
会
で
は
柳
谷
理

事
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
２
０

２
３
年
度
事
業
計
画
や
収
支
予
算

案
等
が
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。

　
総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
懇
親

第56回通常総会

　
組
合
の
通
常
総
会
も
無
事

に
終
わ
り
２
０
２
３
年
度
事

業
が
本
格
的
に
動
き
出
し
ま

し
た
。
常
設
委
員
会
、
理
事

会
で
の
承
認
を
経
て
、
６
月

下
旬
か
ら
順
次
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。
特
に
９
月
に
実
施

す
る
防
災
訓
練
。
今
回
が
11
回
目

と
な
り
ま
す
が
、
災
害
は
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
日
頃
か
ら

の
備
え
が
重
要
で
す
。
今
回
は
消

火
器
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
を
訓

練
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
を
▼

さ
て
、
６
月
21
日
は
夏
至
で
し
た
。

夏
至
は
二
十
四
節
気
の
中
で
も
重

要
な
二
至
の一つ
で
、
日
本
で
は
こ
の

日
が
１
年
の
う
ち
で
最
も
昼
の
時
間

が
長
く
な
り
ま
す
。
青
森
県
に
お

け
る
夏
至
の
日
の
出
は
４
時
５
分
、

日
の
入
り
は
19
時
11
分
で
し
た
。
ど

お
り
で
最
近
、
暗
く
な
る
の
が
遅
い

な
と
感
じ
る
わ
け
で
す
。
こ
こ
か
ら

１
日
１
日
と
昼
が
短
く
な
っ
て
、
ね

ぶ
た
祭
が
終
わ
っ
た
ら
も
う
冬
が
来

る
と
思
って
し
ま
う
の
は
青
森
市
民

な
ら
で
は
で
し
ょ
う
か
（
笑
）▼
夏

至
は
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
強
い
日
と

さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
期
と
も

考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
夏
至

を
特
別
な
日
と
す
る
考
え
方
は
古

代
か
ら
あ
り
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
は

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
か
ら
見
て
、
夏
至
の
日

に
昇
る
太
陽
が
２
つ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

間
か
ら
現
れ
る
よ
う
に
計
算
し
て
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
ス
ト
ー
ン
ヘン

ジ
遺
跡
は
、
夏
至
の
日
に
入
口
に
あ

る
ヒ
ー
ル
・
ス
ト
ー
ン
か
ら
太
陽
が

昇
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
▼

そ
ん
な
夏
至
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
味
方

に
つ
け
て
運
気
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
に

は
、
太
陽
の
光
を
た
く
さ
ん
浴
び
る

の
が
い
い
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
知
ら

ず
に
た
ま
た
ま
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
た
っ

ぷ
り
太
陽
の
光
を
浴
び
た
私
に
は
ど

ん
な
幸
運
が
訪
れ
る
の
か
。
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。（
小
田
切
）

　
今
回
の
団
地
企
業
訪
問
は
、
積

水
ハ
ウ
ス
建
設
東
北
㈱
の
小
野
所

長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
同
社
は
、
昭
和
48
年
に
神
戸
市

で
積
和
工
事
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発

足
し
、
積
水
ハ
ウ
ス
の
事
業
拡
大

と
と
も
に
全
国
各
地
に
設
立
。
そ

れ
ぞ
れ
地
域
と
密
着
し
な
が
ら
、

積
水
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
と
し
て
強

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
つ
き
、

全
国
８
社
75
拠
点
で
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　「
当
社
は
、
今
年
２
月
か
ら
積
和

建
設
東
北
㈱
か
ら
積
水
ハ
ウ
ス
建

設
東
北
㈱
に
社
名
を
変
更
し
ま
し

た
。
積
水
ハ
ウ
ス
の
新
築
・
リ
フ

ォ
ー
ム
施
工
を
専
属
で
担
う
『
積

水
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
施
工
事
業
』

と
、
元
請
け
事
業
と
し
て
産
業
用

建
築
物
・
戸
建
て
住
宅
の
新
築
か
ら

エ
ク
ス
テ
リ
ア
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
い
た
る
ま
で
、
計
画
段
階
か
ら
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
『
建

築
土
木
事
業
』
の
２
つ
の
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
職
人
不
足
が
深
刻

な
中
、
積
水
ハ

ウ
ス
の
社
内
資

格
な
ど
を
受
け

た
職
人
達
に
よ

る
高
い
技
術
で

工
事
を
施
工
で

き
る
こ
と
が
当

社
の
強
み
で
す
」

と
ア
ピ
ー
ル
。

　
新
た
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
聞
く
と
「
積
水
ハ
ウ

ス
グ
ル
ー
プ
で
推
進
し
て
い
る
、
現

場
か
ら
ゴ
ミ
を
一
切
出
さ
な
い
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
現
場
か
ら
出
た
ゴ
ミ
を
27
種
類

に
分
別
し
て
仙
台
に
集
め
、
全
て
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
当

社
元
請
け
事
業
に
も
導
入
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
自
身
の
目
標
に
つ
い
て
は
「
社
員

の
健
康
、
働
き
や
す
い
環
境
、
交
通

安
全
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

社
員
が
幸
せ
だ

と
お
客
様
に
も

幸
せ
を
感
じ
て

も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
社
の

知
名
度
ア
ッ
プ

に
も
取
り
組
み

た
い
。
も
っ
と

大
勢
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
仕
事

で
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
力
強
い
。

　
青
森
県
の
印
象
に
つ
い
て
伺
う
と

「
雪
が
多
い
で
す
ね
。
冬
場
の
建
築

現
場
は
、
ま
ず
屋
根
の
雪
を
下
ろ
し

て
か
ら
の
作
業
に
な
る
の
で
大
変

で
す
。
あ
と
は
お
酒
が
大
好
き
で

人
情
味
が
あ
っ
て
人
間
性
が
す
ご

く
良
い
印
象
で
す
」
と
語
る
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
話
が
及
ぶ
と

「
青
森
に
来
て
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始

め
ま
し
た
。
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
コ

ー
ス
に
行
き
、
ま
だ
数
回
し
か
行

け
て
な
い
の
で
全
然
好
き
に
な
れ

て
い
な
い
で
す
。
健
康
面
で
は
お

酒
が
大
好
き
で
や
め
ら
れ
な
い
の

で
、
夜
は
お
か
ず
の
み
に
し
て
白

米
を
食
べ
な
い
よ
う
に
気
を
使
っ

て
い
ま
す
」
と
笑
う
。

　
好
き
な
言
葉
は
「
目
配
り
、
気

配
り
、
心
配
り
が
で
き
る
。
こ
の

３
つ
の
配
り
と
い
う
の
を
い
つ
も

感
じ
て
い
ま
す
。
実
家
が
旅
館
を

や
っ
て
い
た
の
で
小
さ
い
頃
か
ら

そ
れ
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。
仕
事

に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
締
め
く
く
っ
た
。
　
　  （
46
歳
）

積水ハウス建設東北㈱
北東北支店 青森事業所

　
昨
年
実
施
の
問
屋
町
交
通
診
断

に
て
要
望
し
た
八
ツ
役
五
叉
路
交

差
点
の
薄
く
な
っ
て
い
た
路
面
標

示
が
引
き
直
さ
れ
た
。

　
同
交
差
点
は
第
二
問
屋
町
か
ら

右
折
す
る
際
、
空
港
方
面
又
は
旧

道
方
面
へ
右
折
す
る
車
両
が
混
在

す
る
変
則
的
な
交
差
点
で
あ
る
。

路
面
標
示
が
薄
く
な
る
と
交
差
点

内
に
お
け
る
停
止
位
置
が
一
定
せ

ず
危
険
な
た
め
対
策
を
要
望
。
同

路面標示引き直し

交通安全グッズ寄贈

代表児童に反射バンドを手渡し

八
ツ
役
五
叉
路
交
差
点

路
面
標
示
更
新











































交
通
安
全
グ
ッ
ズ
寄
贈

事業所長 小野 敏博 氏

団
地
企
業
訪
問

　
こ
の
た
び
、
問
屋
町
と
第
二
問

屋
町
の
間
を
流
れ
る
荒
川
河
川
敷

の
問
屋
橋
か
ら
新
妙
見
橋
ま
で
の

雑
木
が
伐
採
さ
れ
た
。

　
荒
川
河
川
敷
は
す
っ
き
り
と
し

た
景
観
を
取
り
戻
し
、
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
等
の
害
虫
発
生
減
少

も
期
待
さ
れ
る
。

雑木が伐採された荒川河川敷

伐採前

車両マーキングシール

総会後には懇親会を開催 西前理事長が退任の挨拶

河
川
敷
の
雑
木
伐
採

２
０
２
３
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
承
認

第
56
回
通
常
総
会

車
両
マ
ー
キ
ン
グ
シ
ー
ル

無
料
配
付
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５
月

９
日
▽
第
２
回
理
事
会

11
日
▽
第
２
回
問
屋
町
合
同
清
掃

▽
安
協
問
屋
町
支
部
交
通
安

全
グ
ッ
ズ
寄
贈
式
（
横
内
小

学
校
）

12
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
交
通
安

全
グ
ッ
ズ
寄
贈
式
（
荒
川
小

学
校
）

15
日
▽
金
融
審
査
会

　
　
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
女
性
従
業
員
限
定
昼
食

会

16
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
１
回

役
員
会

18
日
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
２
回
幹
事
会

23
日
▽
空
き
缶
等
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
収
益
金
寄
付

29
日
▽
第
56
回
通
常
総
会

　
　
▽
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
第
54

回
定
時
株
主
総
会

31
日
▽
第
１
回
事
業
委
員
会

青
森
公
立
大
で
講
義
実
施

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
収
益
金
寄
付

組
合
員
昼
食
会

河
田
氏
を
新
会
長
に
選
任

青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会

　
青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会
の
第

44
回
定
時
総
会
が
６
月
２
日（
金
）

に
ホ
テ
ル
ア
ラ
ス
カ
で
開
催
さ

れ
、
会
員
21
名
が
出
席
し
た
。
総

会
で
は
柳
谷
会
長
が
議
長
に
選
任

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
提
出
案
件

が
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
、
新
会
長
に
河
田
副
会
長
、
新

副
会
長
に
は
元
木
幹
事
を
選
任
。

ま
た
、
㈱
ゆ
う
ネ
ッ
ト
の
山
道
社

長
が
新
た
に
幹
事
に
選
ば
れ
、
柳

谷
会
長
は
直
前
会
長
に
就
任
し
、

そ
の
他
の
役
員
は
留
任
と
な
っ

▽
副
会
長
　
元
木
桂
吾
（
㈱
元
木

商
店 ※
新
任
）

▽
幹
事
　
和
田
祥
平
（
和
田
ゴ
ム

販
売
㈱
） 
村
木
裕
俊（
境
建
材
㈱
）

桂
木
敏
介
（
㈲
桂
工
業
） 

山
道
雄

也
（
㈱
ゆ
う
ネ
ッ
ト ※

新
任
）

▽
監
事
　
野
澤
淳
（
㈱
青
森
銀
行

問
屋
町
支
店
）
三
浦
寧
洋
（
㈱
み

ち
の
く
銀
行
第
二
問
屋
町
支
店
）

【
第
５
回
問
屋
町
１
０
０
日
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
】

期
　
　
間
　

７
月
24
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

参
加
単
位
　
１
チ
ー
ム 

３
名

※

１
社
か
ら
何
チ
ー
ム
で
も
参
加
可

参
加
料
　
１
名 

３
０
０
円

　
参
加
者
に
万
歩
計
を
配
付
し
、

各
社
に
は
万
歩
計
の
読
み
取
り

リ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
歩
数
を
管
理
。

　
上
位
１
位
〜
10
位
の
チ
ー
ム
に

は
賞
品
及
び
健
康
関
連
グ
ッ
ズ
を

贈
呈
、
個
人
賞
と
し
て
１
０
０
日

間
で
１
０
０
万
歩
歩
い
た
参
加
者

に
は
健
康
関
連
食
品
を
贈
る
。

【
八
甲
田
山
ハ
イ
キ
ン
グ
】

日
　
　
時

７
月
30
日
（
日
）

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
３
時

参
加
料
　
　

大
人
　
１
人
　
２
０
０
０
円

子
供
　
１
人
　
１
０
０
０
円

※

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
代
、
昼
食
・
入

浴
代
（
酸
ケ
湯
温
泉
）
含
む

　
平
成
30
年
４
月
に
現
職
に
着

任
し
、
こ
れ
ま
で
５
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

　
１
回
目
は
、
あ
お
も
り
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
概
要

に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
お
も
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

カ
レ
ッ
ジ
は
平
成
元
年
４
月
に

開
校
し
た
「
情
報
処
理
技
能
者

養
成
施
設
」
で
、
高
校
卒
業
予

定
者
を
中
心
に
入
学
生
を
募
集

し
、
在
学
２
カ
年
で
情
報
処
理

　
第
68
弾
と
な
る
今
回
の
経
済

雑
感
は
、
あ
お
も
り
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
千
葉
校
長

に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

技
術
者
国
家
試
験
の
取
得
を
始

め
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
知

識
、
技
術
を
習
得
し
、
卒
業
後
は

地
域
産
業
界
の
即
戦
力
と
し
て
活

躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
開
校
か
ら
こ
れ
ま
で
、
２
千
４

百
名
を
超
え
る

卒
業
生
を
輩
出

し
、
お
陰
様
で

そ
の
多
く
が
青

森
県
内
に
就
職

し
活
躍
し
て
お

り
、
こ
れ
も
地

元
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
、
ご
協

力
の
賜
物
と
深

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
が
使
用
す
る
パ
ソ

コ
ン
等
の
教
育
訓
練
機
器
は
、
厚

生
労
働
省
か
ら
無
償
貸
与
を
受
け

て
い
て
最
新
で
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
の

機
器
を
整
備
す
る
と
共
に
、
学
費

も
比
較
的
低
廉
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
た
日
本

に
と
り
ま
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
）
の
利

活
用
は
欠
か
せ
な
い
状
況
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
少
子
化
も
年
々
進
む
中
、
人
手

不
足
に
よ
り

産
業
界
で
は
、

今
後
の
サ
ー

ビ
ス
や
生
産

性
の
低
下
が

危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。
業

務
の
自
動
化

や
プ
ロ
セ
ス

の
短
縮
等
が

可
能
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
人
手
不
足

を
補
い
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
る
手
段
と
し
て
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ａ
Ｉ
も
急
速
な
進
化
を

と
げ
、
身
近
な
家
電
製
品
か
ら
、

車
の
自
動
運
転
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

る
業
務
の
自
動
化
等
で
既
に

人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
て
、

こ
れ
ら
に
は
多
く
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問

題
も
多
様
化
し
、
安
全
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
社
会
の
実
現
の
た
め
の
人
材

も
求
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら

に
対
応
で
き
る
情
報
処
理
技
術

者
の
ニ
ー
ズ
は
今
後
益
々
拡
大

す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　
即
戦
力
と
な
る
情
報
処
理
技

術
者
の
育
成
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
る
本
校
に
対
し
て
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
２
回
目
は
、
私
の
着
任
か
ら

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
の
で
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

あおもりコンピュータ・カレッジ
校　長

千葉　哲泰 氏

第
一
三
八
回

経
済
雑
感

あ
お
も
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・カ
レ
ッ
ジ

校
長

　千
葉

　哲
泰

　
組
合
で
は
今
年
も
青
森
公
立
大

学
の
「
事
業
論
Ⅱ（
流
通
業
）」
の

講
師
を
担
当
し
た
。

　
講
義
は
５
月
か
ら
６
月
ま
で
全

７
回
。
事
務
局
の
小
田
切
業
務
部

長
が
問
屋
町
や
流
通
業
に
つ
い
て

解
説
し
た
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
業
界

の
異
な
る
組
合
員
企
業
５
社
が
自

社
の
業
務
内
容
や
業
界
に
つ
い
て

紹
介
。
学
生
は
地
域
に
お
け
る
流

通
業
や
問
屋
町
の
果
た
す
役
割
に

理
解
を
深
め
て
い
た
。

　
同
大
学
で
講
義
の
講
師
を
担
当

す
る
の
は
今
年
で
３
年
目
と
な

る
。
卸
団
地
及
び
組
合
員
企
業
の

認
知
度
向
上
、
若
者
の
地
元
定
着

や
地
元
経
済
の
担
い
手
確
保
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

新会長に就任した河田氏

公立大の授業で講師を務める

社会福祉協議会へ寄付

障がい者施設へ寄付

組合員昼食会

る
「
み
ま
も
り
サ
ポ
ー
ト
」
サ
ー

ビ
ス
等
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
最
後
に
事
務
局
か
ら
の
情
報
提

供
が
行
わ
れ
、
４
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
る
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
６
月
13
日
（
火
）
に
は
、

パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業

で
の
収
益
金
３
万
円
を
パ
ソ
コ
ン

の
解
体
作
業
を
行
な
う
市
内
の
障

が
い
者
施
設
に
寄
付
し
た
。
当
日

は
大
平
環
境
対
策
委
員
長
が
施
設

を
訪
れ
、
施
設
職
員
へ
目
録
を
贈

　
組
合
で
は
２
０
２
２
年
度
の
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
で
得
た
収
益

金
を
福
祉
団
体
等
へ
寄
付
し
た
。

当
活
動
は
今
年
で
９
回
目
と
な

る
。

　
５
月
23
日（
火
）に
は
空
き
缶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
事
業
の
収
益

金
５
万
円
を
青
森
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
贈
。
組
合
の
柳
谷
理
事

長
が
同
協
議
会
へ
赴
き
、
成
田
会

長
に
目
録
を
手
渡
し
た
。
柳
谷
理

事
長
は
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
の

概
要
等
を
説
明
し
、「
企
業
で
発

生
す
る
廃
棄
物
の
回
収
を
促
進

し
、
今
後
も
地
域
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

り
、
作
業
者
を
労
っ
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
組
合
で

は
、
今
後
も
環
境
問
題
解
決
や
社

会
福
祉
貢
献
に
寄
与
す
る
リ
サ
イ

ク
ル
回
収
事
業
及
び
寄
付
活
動
を

継
続
し
て
い
く
。

　
組
合
員
昼
食
会
が
６
月
２
日

（
金
）
に
問
屋
町
会
館
２
階
大
会

議
室
で
開
催
さ
れ
、
組
合
員
従
業

員
ら
59
名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
青
森
県
が
２
０
２

０
年
に
開
設
し
た
あ
お
も
り
人
材

確
保
推
進
セ
ン
タ
ー
の
坂
本
氏

が
、
同
セ
ン
タ
ー
が
行
う
人
財
確

保
支
援
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
次
に
、
障
が
い
者
雇
用
の
現
状

に
つ
い
て
、
青
森
障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
の

中
野
副
所
長
が
詳
し
く
解
説
し

た
。

　
つ
づ
い
て
、
組
合
員
の
青
森
綜

合
警
備
保
障
㈱
が
同
社
の
提
供
す

作業服・事務服、ご連絡ください。お伺いします。

青森市問屋町１－６－６
TEL 017－738－4581　FAX 017－738－4089

企業服各種取り扱い
青森代理店　祭用品製造・販売

青森県公安委員会認定 第176号
（一社）青森県警備業協会 会員

〒030-0901　青森市港町１丁目２-８

TEL:017-762-7226　FAX:017-762-7228　URL:https://kfrospi.jp/

交通誘導警備・施設警備・制服販売等

代表取締役　小 枝 花 奈

ＵＲＬ　http://etoshouji .co . jp

株式会社 島津製作所 代理店
富士フイルムメディカル 株式会社 代理店
シーメンスヘルスケア 株式会社 代理店

た
。

　
今
年
度
同
会
で
は
、
会
員
間
で

情
報
交
換
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｓ

ｌ
ａ
ｃ
ｋ（
ス
ラ
ッ
ク
）
を
導
入
。

事
務
局
か
ら
会
員
へ
の
情
報
発
信

や
会
員
間
の
情
報
交
換
促
進
を
図

っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
総
会
に
先
立
ち
、
同
会
会

員
で
あ
る
㈱
ゆ
う
ネ
ッ
ト
の
山
道

社
長
に
よ
る
「
最
近
の
葬
儀
に
つ

い
て
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
。

葬
儀
の
流
れ
や
必
要
性
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
変
化
し
た
葬
儀
ス
タ

イ
ル
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

【
新
役
員
・
敬
称
省
略
】

▽
会
長
　
河
田
高
嗣
（
㈱
ガ
ス
デ

ン ※

新
任
）

▽
直
前
会
長
　
柳
谷
彰
成
（
㈱
マ

ツ
ダ
ア
ン
フ
ィ
ニ
青
森 ※

新
任
）

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

11
日
▼
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修

（
挨
拶
、
名
刺
交
換
編
）

25
日
▼
書
い
て
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

30
日
▼
新
任
管
理
者
研
修

（
〜
６
月
１
日
）
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５
月

９
日
▽
第
２
回
理
事
会

11
日
▽
第
２
回
問
屋
町
合
同
清
掃

▽
安
協
問
屋
町
支
部
交
通
安

全
グ
ッ
ズ
寄
贈
式
（
横
内
小

学
校
）

12
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
交
通
安

全
グ
ッ
ズ
寄
贈
式
（
荒
川
小

学
校
）

15
日
▽
金
融
審
査
会

　
　
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
女
性
従
業
員
限
定
昼
食

会

16
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
１
回

役
員
会

18
日
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
２
回
幹
事
会

23
日
▽
空
き
缶
等
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
収
益
金
寄
付

29
日
▽
第
56
回
通
常
総
会

　
　
▽
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
第
54

回
定
時
株
主
総
会

31
日
▽
第
１
回
事
業
委
員
会

青
森
公
立
大
で
講
義
実
施

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
収
益
金
寄
付

組
合
員
昼
食
会

河
田
氏
を
新
会
長
に
選
任

青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会

　
青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会
の
第

44
回
定
時
総
会
が
６
月
２
日（
金
）

に
ホ
テ
ル
ア
ラ
ス
カ
で
開
催
さ

れ
、
会
員
21
名
が
出
席
し
た
。
総

会
で
は
柳
谷
会
長
が
議
長
に
選
任

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
提
出
案
件

が
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
、
新
会
長
に
河
田
副
会
長
、
新

副
会
長
に
は
元
木
幹
事
を
選
任
。

ま
た
、
㈱
ゆ
う
ネ
ッ
ト
の
山
道
社

長
が
新
た
に
幹
事
に
選
ば
れ
、
柳

谷
会
長
は
直
前
会
長
に
就
任
し
、

そ
の
他
の
役
員
は
留
任
と
な
っ

▽
副
会
長
　
元
木
桂
吾
（
㈱
元
木

商
店 ※

新
任
）

▽
幹
事
　
和
田
祥
平
（
和
田
ゴ
ム

販
売
㈱
） 

村
木
裕
俊（
境
建
材
㈱
）

桂
木
敏
介
（
㈲
桂
工
業
） 

山
道
雄

也
（
㈱
ゆ
う
ネ
ッ
ト ※

新
任
）

▽
監
事
　
野
澤
淳
（
㈱
青
森
銀
行

問
屋
町
支
店
）
三
浦
寧
洋
（
㈱
み

ち
の
く
銀
行
第
二
問
屋
町
支
店
）

【
第
５
回
問
屋
町
１
０
０
日
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
】

期
　
　
間
　

７
月
24
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

参
加
単
位
　
１
チ
ー
ム 
３
名

※

１
社
か
ら
何
チ
ー
ム
で
も
参
加
可

参
加
料
　
１
名 

３
０
０
円

　
参
加
者
に
万
歩
計
を
配
付
し
、

各
社
に
は
万
歩
計
の
読
み
取
り

リ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
歩
数
を
管
理
。

　
上
位
１
位
〜
10
位
の
チ
ー
ム
に

は
賞
品
及
び
健
康
関
連
グ
ッ
ズ
を

贈
呈
、
個
人
賞
と
し
て
１
０
０
日

間
で
１
０
０
万
歩
歩
い
た
参
加
者

に
は
健
康
関
連
食
品
を
贈
る
。

【
八
甲
田
山
ハ
イ
キ
ン
グ
】

日
　
　
時

７
月
30
日
（
日
）

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
３
時

参
加
料
　
　

大
人
　
１
人
　
２
０
０
０
円

子
供
　
１
人
　
１
０
０
０
円

※

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
代
、
昼
食
・
入

浴
代
（
酸
ケ
湯
温
泉
）
含
む

　
平
成
30
年
４
月
に
現
職
に
着

任
し
、
こ
れ
ま
で
５
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

　
１
回
目
は
、
あ
お
も
り
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
概
要

に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
お
も
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

カ
レ
ッ
ジ
は
平
成
元
年
４
月
に

開
校
し
た
「
情
報
処
理
技
能
者

養
成
施
設
」
で
、
高
校
卒
業
予

定
者
を
中
心
に
入
学
生
を
募
集

し
、
在
学
２
カ
年
で
情
報
処
理

　
第
68
弾
と
な
る
今
回
の
経
済

雑
感
は
、
あ
お
も
り
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
千
葉
校
長

に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

技
術
者
国
家
試
験
の
取
得
を
始

め
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
知

識
、
技
術
を
習
得
し
、
卒
業
後
は

地
域
産
業
界
の
即
戦
力
と
し
て
活

躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
開
校
か
ら
こ
れ
ま
で
、
２
千
４

百
名
を
超
え
る

卒
業
生
を
輩
出

し
、
お
陰
様
で

そ
の
多
く
が
青

森
県
内
に
就
職

し
活
躍
し
て
お

り
、
こ
れ
も
地

元
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
、
ご
協

力
の
賜
物
と
深

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
が
使
用
す
る
パ
ソ

コ
ン
等
の
教
育
訓
練
機
器
は
、
厚

生
労
働
省
か
ら
無
償
貸
与
を
受
け

て
い
て
最
新
で
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
の

機
器
を
整
備
す
る
と
共
に
、
学
費

も
比
較
的
低
廉
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
た
日
本

に
と
り
ま
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
）
の
利

活
用
は
欠
か
せ
な
い
状
況
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
少
子
化
も
年
々
進
む
中
、
人
手

不
足
に
よ
り

産
業
界
で
は
、

今
後
の
サ
ー

ビ
ス
や
生
産

性
の
低
下
が

危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。
業

務
の
自
動
化

や
プ
ロ
セ
ス

の
短
縮
等
が

可
能
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
人
手
不
足

を
補
い
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
る
手
段
と
し
て
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ａ
Ｉ
も
急
速
な
進
化
を

と
げ
、
身
近
な
家
電
製
品
か
ら
、

車
の
自
動
運
転
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

る
業
務
の
自
動
化
等
で
既
に

人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
て
、

こ
れ
ら
に
は
多
く
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
問

題
も
多
様
化
し
、
安
全
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
社
会
の
実
現
の
た
め
の
人
材

も
求
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら

に
対
応
で
き
る
情
報
処
理
技
術

者
の
ニ
ー
ズ
は
今
後
益
々
拡
大

す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　
即
戦
力
と
な
る
情
報
処
理
技

術
者
の
育
成
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
る
本
校
に
対
し
て
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
２
回
目
は
、
私
の
着
任
か
ら

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
の
で
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

あおもりコンピュータ・カレッジ
校　長

千葉　哲泰 氏

第
一
三
八
回

経
済
雑
感

あ
お
も
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・カ
レ
ッ
ジ

校
長

　千
葉

　哲
泰

　
組
合
で
は
今
年
も
青
森
公
立
大

学
の
「
事
業
論
Ⅱ（
流
通
業
）」
の

講
師
を
担
当
し
た
。

　
講
義
は
５
月
か
ら
６
月
ま
で
全

７
回
。
事
務
局
の
小
田
切
業
務
部

長
が
問
屋
町
や
流
通
業
に
つ
い
て

解
説
し
た
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
業
界

の
異
な
る
組
合
員
企
業
５
社
が
自

社
の
業
務
内
容
や
業
界
に
つ
い
て

紹
介
。
学
生
は
地
域
に
お
け
る
流

通
業
や
問
屋
町
の
果
た
す
役
割
に

理
解
を
深
め
て
い
た
。

　
同
大
学
で
講
義
の
講
師
を
担
当

す
る
の
は
今
年
で
３
年
目
と
な

る
。
卸
団
地
及
び
組
合
員
企
業
の

認
知
度
向
上
、
若
者
の
地
元
定
着

や
地
元
経
済
の
担
い
手
確
保
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

新会長に就任した河田氏

公立大の授業で講師を務める

社会福祉協議会へ寄付

障がい者施設へ寄付

組合員昼食会

る
「
み
ま
も
り
サ
ポ
ー
ト
」
サ
ー

ビ
ス
等
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
最
後
に
事
務
局
か
ら
の
情
報
提

供
が
行
わ
れ
、
４
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
る
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
６
月
13
日
（
火
）
に
は
、

パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業

で
の
収
益
金
３
万
円
を
パ
ソ
コ
ン

の
解
体
作
業
を
行
な
う
市
内
の
障

が
い
者
施
設
に
寄
付
し
た
。
当
日

は
大
平
環
境
対
策
委
員
長
が
施
設

を
訪
れ
、
施
設
職
員
へ
目
録
を
贈

　
組
合
で
は
２
０
２
２
年
度
の
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
で
得
た
収
益

金
を
福
祉
団
体
等
へ
寄
付
し
た
。

当
活
動
は
今
年
で
９
回
目
と
な

る
。

　
５
月
23
日（
火
）に
は
空
き
缶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
事
業
の
収
益

金
５
万
円
を
青
森
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
贈
。
組
合
の
柳
谷
理
事

長
が
同
協
議
会
へ
赴
き
、
成
田
会

長
に
目
録
を
手
渡
し
た
。
柳
谷
理

事
長
は
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
事
業
の

概
要
等
を
説
明
し
、「
企
業
で
発

生
す
る
廃
棄
物
の
回
収
を
促
進

し
、
今
後
も
地
域
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

り
、
作
業
者
を
労
っ
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
組
合
で

は
、
今
後
も
環
境
問
題
解
決
や
社

会
福
祉
貢
献
に
寄
与
す
る
リ
サ
イ

ク
ル
回
収
事
業
及
び
寄
付
活
動
を

継
続
し
て
い
く
。

　
組
合
員
昼
食
会
が
６
月
２
日

（
金
）
に
問
屋
町
会
館
２
階
大
会

議
室
で
開
催
さ
れ
、
組
合
員
従
業

員
ら
59
名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
青
森
県
が
２
０
２

０
年
に
開
設
し
た
あ
お
も
り
人
材

確
保
推
進
セ
ン
タ
ー
の
坂
本
氏

が
、
同
セ
ン
タ
ー
が
行
う
人
財
確

保
支
援
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
次
に
、
障
が
い
者
雇
用
の
現
状

に
つ
い
て
、
青
森
障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
の

中
野
副
所
長
が
詳
し
く
解
説
し

た
。

　
つ
づ
い
て
、
組
合
員
の
青
森
綜

合
警
備
保
障
㈱
が
同
社
の
提
供
す

作業服・事務服、ご連絡ください。お伺いします。

青森市問屋町１－６－６
TEL 017－738－4581　FAX 017－738－4089

企業服各種取り扱い
青森代理店　祭用品製造・販売

青森県公安委員会認定 第176号
（一社）青森県警備業協会 会員

〒030-0901　青森市港町１丁目２-８

TEL:017-762-7226　FAX:017-762-7228　URL:https://kfrospi.jp/

交通誘導警備・施設警備・制服販売等

代表取締役　小 枝 花 奈

ＵＲＬ　http://etoshouji .co . jp

株式会社 島津製作所 代理店
富士フイルムメディカル 株式会社 代理店
シーメンスヘルスケア 株式会社 代理店

た
。

　
今
年
度
同
会
で
は
、
会
員
間
で

情
報
交
換
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｓ

ｌ
ａ
ｃ
ｋ（
ス
ラ
ッ
ク
）
を
導
入
。

事
務
局
か
ら
会
員
へ
の
情
報
発
信

や
会
員
間
の
情
報
交
換
促
進
を
図

っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
総
会
に
先
立
ち
、
同
会
会

員
で
あ
る
㈱
ゆ
う
ネ
ッ
ト
の
山
道

社
長
に
よ
る
「
最
近
の
葬
儀
に
つ

い
て
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
。

葬
儀
の
流
れ
や
必
要
性
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
変
化
し
た
葬
儀
ス
タ

イ
ル
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

【
新
役
員
・
敬
称
省
略
】

▽
会
長
　
河
田
高
嗣
（
㈱
ガ
ス
デ

ン ※

新
任
）

▽
直
前
会
長
　
柳
谷
彰
成
（
㈱
マ

ツ
ダ
ア
ン
フ
ィ
ニ
青
森 ※

新
任
）

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

11
日
▼
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修

（
挨
拶
、
名
刺
交
換
編
）

25
日
▼
書
い
て
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

30
日
▼
新
任
管
理
者
研
修

（
〜
６
月
１
日
）
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組
合
で
は
毎
年
こ
の
時
期
、
景

観
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
車
両

マ
ー
キ
ン
グ
シ
ー
ル
の
無
料
配
付

を
実
施
し
て
い
る
。

　
車
両
マ
ー
キ
ン
グ
シ
ー
ル
の
配

付
は
２
０
０
６
年
か
ら
開
始
し
、

18
年
間
の
総
配
付
枚
数
は
４
千
枚

を
超
え
る
。
組
合
員
車
両
に
組
合

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
を
貼
り
付

け
て
も
ら
い
、
問
屋
町
の
一
体
感

醸
成
及
び
新
た
な
Ｐ
Ｒ
チ
ャ
ネ
ル

と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

　
組
合
で
は
問
屋
町
内
の
全
車
両

貼
付
を
目
指
し
て
お
り
、
古
く
な

っ
た
シ
ー
ル
の
貼
り
替
え
も
積
極

的
に
勧
め
て
い
る
。
受
付
期
間
外

で
も
配
付
し
て
お
り
、
お
問
合
わ

せ
は
卸
セ
ン
タ
ー
業
務
部
ま
で
。

④
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
と
行
動
喚

起
を
促
す
た
め
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
研

修
の
開
催
や
標
語
の
募
集
、
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
販
売

⑤
青
森
市
に
本
拠
地
を
置
く
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
ラ
イ
ン
メ
ー

ル
青
森
Ｆ
Ｃ
」
と
連
携
し
た
サ
ッ

カ
ー
教
室
の
開
催
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青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
で
は
、
問
屋
町
地
区
を
学
区
に

含
む
横
内
小
学
校
、
荒
川
小
学
校

の
一
年
生
に
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を

寄
贈
し
た
。

　
２
０
１
７
年
に
問
屋
町
内
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
７
千
日
達
成
を
記

念
し
て
始
ま
っ
た
同
活
動
も
６
回

目
を
数
え
、
今
回
は
支
部
創
立
50

周
年
を
記
念
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　
５
月
11
日
（
木
）
に
は
同
支
部

の
大
平
副
支
部
長
が
横
内
小
学
校

を
訪
問
、
５
月
12
日
（
金
）
に
は

工
藤
支
部
長
が
荒
川
小
学
校
に
赴

き
、
代
表
児
童
に
反
射
ミ
ニ
バ
ン

ド
を
手
渡
し
た
。
受
け
取
っ
た
児

童
は「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

大
事
に
使
い
ま
す
」
と
大
き
な
声

で
お
礼
を
述
べ
た
。

交
差
点
の
管
理
者
で
あ
る
東
青
地

域
県
民
局
が
引
き
直
し
を
実
施
し

た
。

　
組
合
及
び
青
森
交
通
安
全
協
会

問
屋
町
支
部
で
は
引
き
続
き
、
問

屋
町
内
の
交
通
事
故
防
止
に
つ
な

が
る
対
策
を
関
係
機
関
に
要
望
し

て
い
く
。

っ
た
。

　
２
０
２
３
年
度
の
新
た
な
取
り

組
み
は
次
の
と
お
り
。

①
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
乾
電

池
の
共
同
回
収
実
験
事
業
の
実
施

②
事
故
多
発
交
差
点
で
あ
る
青
森

中
央
Ｉ
Ｃ
前
交
差
点
で
の
交
通
安

全
街
頭
指
導
の
実
施

③
災
害
時
に
迅
速
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
問
屋
町
災
害
時
連
絡
ガ
イ

ド
の
新
規
作
成
及
び
配
付

会
で
は
、
青
森
市
長
選
に
挑
戦
す

る
た
め
辞
任
し
た
西
前
理
事
長
よ

り
退
任
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、
組

合
員
及
び
関
係
各
位
に
在
任
中
の

感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　
ま
た
来
賓
を
代
表
し
て
、
青
森

県
商
工
労
働
部
三
浦
部
長
、
青
森

市
経
済
部
船
橋
次
長
、
日
本
銀
行

青
森
支
店
武
藤
支
店
長
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
青
森
商
工
会
議
所

の
倉
橋
会
頭
の
乾
杯
で
祝
宴
に
入

　
柳
谷
理
事
長
体
制
と
な
っ
て
初

め
て
迎
え
る
組
合
の
通
常
総
会
が

５
月
29
日
（
月
）
に
ホ
テ
ル
青
森

で
開
か
れ
、組
合
員
１
２
１
名（
本

人
出
席
55
名
、委
任
状
出
席
66
名
）

が
出
席
し
た
。
総
会
で
は
柳
谷
理

事
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
２
０

２
３
年
度
事
業
計
画
や
収
支
予
算

案
等
が
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。

　
総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
懇
親

第56回通常総会

　
組
合
の
通
常
総
会
も
無
事

に
終
わ
り
２
０
２
３
年
度
事

業
が
本
格
的
に
動
き
出
し
ま

し
た
。
常
設
委
員
会
、
理
事

会
で
の
承
認
を
経
て
、
６
月

下
旬
か
ら
順
次
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。
特
に
９
月
に
実
施

す
る
防
災
訓
練
。
今
回
が
11
回
目

と
な
り
ま
す
が
、
災
害
は
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
日
頃
か
ら

の
備
え
が
重
要
で
す
。
今
回
は
消

火
器
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
を
訓

練
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
を
▼

さ
て
、
６
月
21
日
は
夏
至
で
し
た
。

夏
至
は
二
十
四
節
気
の
中
で
も
重

要
な
二
至
の一つ
で
、
日
本
で
は
こ
の

日
が
１
年
の
う
ち
で
最
も
昼
の
時
間

が
長
く
な
り
ま
す
。
青
森
県
に
お

け
る
夏
至
の
日
の
出
は
４
時
５
分
、

日
の
入
り
は
19
時
11
分
で
し
た
。
ど

お
り
で
最
近
、
暗
く
な
る
の
が
遅
い

な
と
感
じ
る
わ
け
で
す
。
こ
こ
か
ら

１
日
１
日
と
昼
が
短
く
な
っ
て
、
ね

ぶ
た
祭
が
終
わ
っ
た
ら
も
う
冬
が
来

る
と
思
って
し
ま
う
の
は
青
森
市
民

な
ら
で
は
で
し
ょ
う
か
（
笑
）▼
夏

至
は
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
強
い
日
と

さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
期
と
も

考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
夏
至

を
特
別
な
日
と
す
る
考
え
方
は
古

代
か
ら
あ
り
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
は

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
か
ら
見
て
、
夏
至
の
日

に
昇
る
太
陽
が
２
つ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

間
か
ら
現
れ
る
よ
う
に
計
算
し
て
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
ス
ト
ー
ン
ヘン

ジ
遺
跡
は
、
夏
至
の
日
に
入
口
に
あ

る
ヒ
ー
ル
・
ス
ト
ー
ン
か
ら
太
陽
が

昇
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
▼

そ
ん
な
夏
至
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
味
方

に
つ
け
て
運
気
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
に

は
、
太
陽
の
光
を
た
く
さ
ん
浴
び
る

の
が
い
い
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
知
ら

ず
に
た
ま
た
ま
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
た
っ

ぷ
り
太
陽
の
光
を
浴
び
た
私
に
は
ど

ん
な
幸
運
が
訪
れ
る
の
か
。
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。（
小
田
切
）

　
今
回
の
団
地
企
業
訪
問
は
、
積

水
ハ
ウ
ス
建
設
東
北
㈱
の
小
野
所

長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
同
社
は
、
昭
和
48
年
に
神
戸
市

で
積
和
工
事
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発

足
し
、
積
水
ハ
ウ
ス
の
事
業
拡
大

と
と
も
に
全
国
各
地
に
設
立
。
そ

れ
ぞ
れ
地
域
と
密
着
し
な
が
ら
、

積
水
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
と
し
て
強

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
つ
き
、

全
国
８
社
75
拠
点
で
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　「
当
社
は
、
今
年
２
月
か
ら
積
和

建
設
東
北
㈱
か
ら
積
水
ハ
ウ
ス
建

設
東
北
㈱
に
社
名
を
変
更
し
ま
し

た
。
積
水
ハ
ウ
ス
の
新
築
・
リ
フ

ォ
ー
ム
施
工
を
専
属
で
担
う
『
積

水
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
施
工
事
業
』

と
、
元
請
け
事
業
と
し
て
産
業
用

建
築
物
・
戸
建
て
住
宅
の
新
築
か
ら

エ
ク
ス
テ
リ
ア
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
い
た
る
ま
で
、
計
画
段
階
か
ら
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
『
建

築
土
木
事
業
』
の
２
つ
の
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
職
人
不
足
が
深
刻

な
中
、
積
水
ハ

ウ
ス
の
社
内
資

格
な
ど
を
受
け

た
職
人
達
に
よ

る
高
い
技
術
で

工
事
を
施
工
で

き
る
こ
と
が
当

社
の
強
み
で
す
」

と
ア
ピ
ー
ル
。

　
新
た
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
聞
く
と
「
積
水
ハ
ウ

ス
グ
ル
ー
プ
で
推
進
し
て
い
る
、
現

場
か
ら
ゴ
ミ
を
一
切
出
さ
な
い
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
現
場
か
ら
出
た
ゴ
ミ
を
27
種
類

に
分
別
し
て
仙
台
に
集
め
、
全
て
リ

サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
当

社
元
請
け
事
業
に
も
導
入
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
自
身
の
目
標
に
つ
い
て
は
「
社
員

の
健
康
、
働
き
や
す
い
環
境
、
交
通

安
全
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

社
員
が
幸
せ
だ

と
お
客
様
に
も

幸
せ
を
感
じ
て

も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
社
の

知
名
度
ア
ッ
プ

に
も
取
り
組
み

た
い
。
も
っ
と

大
勢
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
仕
事

で
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
力
強
い
。

　
青
森
県
の
印
象
に
つ
い
て
伺
う
と

「
雪
が
多
い
で
す
ね
。
冬
場
の
建
築

現
場
は
、
ま
ず
屋
根
の
雪
を
下
ろ
し

て
か
ら
の
作
業
に
な
る
の
で
大
変

で
す
。
あ
と
は
お
酒
が
大
好
き
で

人
情
味
が
あ
っ
て
人
間
性
が
す
ご

く
良
い
印
象
で
す
」
と
語
る
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
話
が
及
ぶ
と

「
青
森
に
来
て
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始

め
ま
し
た
。
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
コ

ー
ス
に
行
き
、
ま
だ
数
回
し
か
行

け
て
な
い
の
で
全
然
好
き
に
な
れ

て
い
な
い
で
す
。
健
康
面
で
は
お

酒
が
大
好
き
で
や
め
ら
れ
な
い
の

で
、
夜
は
お
か
ず
の
み
に
し
て
白

米
を
食
べ
な
い
よ
う
に
気
を
使
っ

て
い
ま
す
」
と
笑
う
。

　
好
き
な
言
葉
は
「
目
配
り
、
気

配
り
、
心
配
り
が
で
き
る
。
こ
の

３
つ
の
配
り
と
い
う
の
を
い
つ
も

感
じ
て
い
ま
す
。
実
家
が
旅
館
を

や
っ
て
い
た
の
で
小
さ
い
頃
か
ら

そ
れ
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。
仕
事

に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
締
め
く
く
っ
た
。
　
　  （
46
歳
）

積水ハウス建設東北㈱
北東北支店 青森事業所

　
昨
年
実
施
の
問
屋
町
交
通
診
断

に
て
要
望
し
た
八
ツ
役
五
叉
路
交

差
点
の
薄
く
な
っ
て
い
た
路
面
標

示
が
引
き
直
さ
れ
た
。

　
同
交
差
点
は
第
二
問
屋
町
か
ら

右
折
す
る
際
、
空
港
方
面
又
は
旧

道
方
面
へ
右
折
す
る
車
両
が
混
在

す
る
変
則
的
な
交
差
点
で
あ
る
。

路
面
標
示
が
薄
く
な
る
と
交
差
点

内
に
お
け
る
停
止
位
置
が
一
定
せ

ず
危
険
な
た
め
対
策
を
要
望
。
同

路面標示引き直し

交通安全グッズ寄贈

代表児童に反射バンドを手渡し

八
ツ
役
五
叉
路
交
差
点

路
面
標
示
更
新
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交
通
安
全
グ
ッ
ズ
寄
贈

事業所長 小野 敏博 氏

団
地
企
業
訪
問

　
こ
の
た
び
、
問
屋
町
と
第
二
問

屋
町
の
間
を
流
れ
る
荒
川
河
川
敷

の
問
屋
橋
か
ら
新
妙
見
橋
ま
で
の

雑
木
が
伐
採
さ
れ
た
。

　
荒
川
河
川
敷
は
す
っ
き
り
と
し

た
景
観
を
取
り
戻
し
、
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
等
の
害
虫
発
生
減
少

も
期
待
さ
れ
る
。

雑木が伐採された荒川河川敷

伐採前

車両マーキングシール

総会後には懇親会を開催 西前理事長が退任の挨拶

河
川
敷
の
雑
木
伐
採

２
０
２
３
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
承
認

第
56
回
通
常
総
会

車
両
マ
ー
キ
ン
グ
シ
ー
ル

無
料
配
付


